
（１１）バドミントン（60回） 
1．期 日 １部 令和２年１０月２９日（木）～１１月１日（日） 

 

月 日 

 

開始時刻 

 

内  容 

10月29日（木） 

 １１時４５分 

 １２時３０分 

 １３時１５分 

 １部監督会議(奥州市総合体育館） 

 開会式 

 １部学校対抗１回戦 

 10月30日（金）    ９時００分  １部学校対抗２回戦～準決勝 

 10月31日（土） 

 

 

 

  ９時００分 

１０時３０分 

  

   

１部学校対抗決勝 

 １部個人対抗ダブルス１回戦～決勝 

 １部個人対抗シングルス男子１回戦 

 １部個人対抗シングルス女子１回戦 

 11月 1日（日） 

 

 

  ８時４５分 

 

１４時００分 

 １部個人対抗シングルス男子２回戦～決勝 

 １部個人対抗シングルス女子２回戦～決勝 

  閉会式 

 
  ２部 令和２年１０月２４日（土） １０：００ 監督会議 

１０：１５  開会式 
２．会 場 
    １部 奥州市総合体育館   奥羽市水沢羽田町うぐいす平７２番地  TEL 0197-22-7000 

２部 杜陵高等学校体育館  盛岡市上田２丁目３－１         TEL 019-652-1123 
 
３．競技種目                                                         
    １部                 ２部 
    （１）学校対抗（男女別）       （１）個人対抗シングルス（男女別） 
    （２）個人対抗ダブルス（男女別）  
    （３）個人対抗シングルス（男女別）  
 
４．参加制限 

（１）１部学校対抗は予選を行わず県大会への出場を認める。個人対抗は各地区予選を通過した生
徒とする。 

   但し、同一校でも全日制、定時制、通信制、単位制は区分して出場すること。学校対抗のチ
ーム編制は監督１名・コーチ１名・マネージャー１名・選手５～７名。 

    （２）１部個人対抗戦ブロック予選通過数一覧  (予選通過数はR2～R4の期間は固定とする) 

種

目 

   地区 

内訳 

久慈 盛岡 花巻 北奧 県南 宮古 釜石 

気仙 小計 合計 

男

子

単 

予選通過数 １ １１ ４ ９ ７ １ ４ ３７  

３９ ﾍﾞｽﾄ8枠 － － － １ － － － １ 

推薦枠 － － － １ － － － １ 

男

子

複 

予選通過数 １ １１ ４ ９ ７ １ ４ ３７  

４０ ﾍﾞｽﾄ8枠 － － １ １ － － － ２ 

推薦枠 － － － １ － － － １ 

女

子

単 

予選通過数 ３ １３ ４ ８ ７ １ ４ ４０  

４４ ﾍﾞｽﾄ8枠 － － ３ １ － － － ４ 

推薦枠 － － １ － － － － １ 

女

子

複 

予選通過数 ３ １３ ４ ８ ７ １ ４ ４０  

４１ ﾍﾞｽﾄ8枠 － － － － － － － ０ 

推薦枠 － － １ － － － － １ 

＊各地区通過数の下限は 1 とする。 

＊令和元年度新人大会個人対抗ベスト４の選手は、推薦枠で出場できる。（ダブルスは当時１年生同

士のペアとする） 

＊令和元年度新人大会個人対抗において１年生で５位（ベスト８）入賞した地区には、入賞数をベス

ト８枠として予選通過数に加える。（ダブルスは当時１年生同士のペアとする） 

＊個人対抗複において、推薦枠に該当する選手の組替えがあった場合は、該当選手が所属する地区の

予選通過数に加える。 
    （３）２部個人対抗は各校４名以内（男女別）とする。 
 



５．参加資格 
   ・令和２年度岩手県バドミントン協会に登録した学校および生徒であること。 
   ・監督・コーチは、校長が認める指導者とする。 
   ・マネージャーは当該校の職員または生徒とする。 
６．競技方法 

（１）令和２年度（公財）日本バドミントン協会競技規則、同大会運営規程による。 
（２）１部学校対抗は、２複３単で複－複－単－単－単の順で実施する。但し、第１単の選手は複を

兼ねられない。また、勝敗は３点先取で決定しその後の試合は行わない。 
（３）各種目ともトーナメント方式で行う。 
（４）３位決定戦は学校対抗、個人対抗とも行う。 
（５）１部学校対抗の選手変更は、監督会議をもって最終とする。 

 
７．使用シャトル 
   令和２年度（公財）日本バドミントン協会１種検定球 
８．参加料 

１部学校対抗１チーム６，０００円、１部個人１人１種目６００円 
２部個人対抗は徴収しない。但し、競技用シャトルを参加者１名につき半ダース提出すること。 

 
９．組合せ 
   １部は高体連バドミントン専門部常任・強化合同委員会で作成する。 
       ２部は定通専門部バドミントン担当が作成する。 
 
10．申込方法 
  【１部】 
   学校対抗、個人対抗ともブロック予選終了後に参加料を添えてブロック責任者に申し込むこと。 
   各ブロック責任者は予選通過一覧を１０月５日（月）迄に委員長宛に送ること。 
   各ブロック責任者は、参加校の参加申込書、参加料を組合せ会議（10月９日（金））に持参すること。 
  【２部】 
        参加各校はメールにて参加申込書を定通事務局に提出のこと。１０月１４日（水）〆切 
      
  連絡責任者 
  【１部】 渡邉清一（専門部委員長）  
    〒０２９－４２０６ 奥州市前沢区字狐石３６－１（前沢高等学校） 
    TEL０１９７－５６－２４４３   FAX０１９７－５６－２３０３  
  【２部】 濱崎浩秋（定通専門部バドミントン担当） 
    〒０２０－８５４３ 盛岡市上田２丁目３－１（杜陵高等学校） 
    TEL０１９－６５２－１１２３   FAX０１９－６５２－０１９５ 
 
11．宿泊申込 

１部参加校で宿泊を希望する学校は宿泊申込書を、下記宛に１０月１６日（金）必着で申し込むこと。
直接申込みはしないこと。 
 
申込先 ０２３－０８１８ 
    岩手県奥州市水沢区東町４番地 
    水沢サンパレスホテル 
        TEL０１９７－２５－４３１１ FAX０１９７－２２－３５９０ 

12．その他 
  （１）服装 

ア 競技時の服装は、相手又は観客に不快な感じを与えないようなウエア、シューズを着用すること。

色付きの着衣を使用する場合及びシューズは（公財）日本バドミントン協会審査合格品とする。 

イ 上衣の背面中央に必ず学校名及び県名を日本文字で明記し、文字の色は上衣に鮮明に映えるも     

のとする。〔上段：学校名、下段：県名〕 

     ゼッケンを使用する場合には、白の布地で縦 15ｃｍ・横 30ｃｍとする。 

        （例） 学校名 
県名 

 ゼッケンの場合の文字の色は黒色または濃紺色とする。 

 

ウ ウェアの背面・前面等の表示についての詳細は、全国専門部独自の申し合わせ事項「インターハ

イと全国選抜大会で着用できるウエアの表示について」（全国高体連バドミントン専門部）の通り

とする。 
  （２）競技中の水分補給には、主審の許可を必要とします。容器は倒れてもこぼれない蓋付きのものと

します。 
  （３）大会前の会場練習は試合開始前に行う予定です。 
  （４）１部学校対抗戦上位４チーム及び１部個人対抗戦上位２名（シングルス）、２組（ダブルス）に

第４９回全国高等学校選抜バドミントン大会東北地区予選会への出場権を与える。 
 


